
参
考
書
誌
研
究
・
第
「
七
号
（
一
九
七
九
・
二
）

沖
縄
県
立
図
書
館
の
沿
革
と
現
況

　
‘

郷
土
資
料
を
中
心
に
一

富
島
・
壮
図

　
沖
縄
県
は
、
人
口
一
〇
九
万
人
、
面
積
三
二
、
・
二
四
四
㎞
で
あ
る

が
、
数
多
く
の
離
島
（
有
人
島
四
五
）
を
抱
え
、
図
書
館
の
サ
ー
ビ

ス
・
エ
リ
ア
は
極
め
て
広
範
囲
で
あ
る
。
そ
の
数
多
く
の
離
島
群
を

大
別
す
る
と
三
つ
に
な
る
が
、
県
立
図
書
館
は
、
沖
縄
群
島
の
那
覇

市
に
本
館
Y
宮
古
群
島
の
平
良
市
に
宮
古
分
館
、
八
重
山
群
島
の
石

垣
市
に
八
重
山
分
館
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
蔵
書
は
、
，
本
館
五
二
、
’

〇
五
七
冊
、
宮
古
分
館
一
八
、
二
六
三
冊
、
八
重
山
分
館
一
八
、
七

一
四
冊
、
総
計
八
九
、
〇
三
四
冊
（
昭
和
五
二
年
三
月
末
現
在
）
で
、

職
員
は
、
本
館
一
四
名
、
両
分
館
各
唱
名
、
計
二
〇
名
で
運
営
さ
れ

て
い
る
。

　
ち
な
み
に
、
全
国
の
県
立
図
書
館
の
平
均
と
比
較
す
る
と
、
職
員

数
で
約
二
分
の
一
半
、
’
蔵
書
数
で
約
三
分
の
一
弱
、
ド
年
間
資
料
購
入

費
で
約
三
分
の
一
塁
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
戦
災
で
ゼ
ロ
か
ら
出
発

し
た
と
は
言
え
、
そ
の
較
差
は
益
々
ひ
ら
く
一
方
で
、
慨
歎
す
べ
き

現
況
で
あ
る
。

　
以
下
、
戦
前
・
戦
後
の
県
立
図
書
館
の
沿
革
ど
現
況
に
つ
い
て
、

郷
土
資
料
を
中
心
に
紹
介
す
る
。

戦
前
の
県
立
沖
縄
図
書
館

　
県
立
沖
縄
図
書
館
は
、
最
後
の
琉
球
国
王
尚
泰
の
遺
志
と
七
て
三

千
円
が
県
に
寄
附
さ
れ
、
そ
れ
を
基
金
と
し
て
、
明
治
四
三
年
八
月
．

一
日
開
館
し
た
。
初
代
館
長
（
嘱
託
）
は
、
沖
縄
県
に
お
け
る
最
初

の
文
学
士
で
、
「
沖
縄
学
の
父
」
と
し
て
有
名
な
伊
波
普
猷
が
就
任

し
た
。

　
開
館
当
初
の
蔵
書
は
、
一
、
．
八
九
二
部
四
、
五
六
〇
冊
、
施
設

ほ
、
建
坪
七
五
・
五
坪
、
閲
覧
室
は
、
，
一
般
・
児
童
・
婦
人
室
、
合

わ
せ
天
℃
棊
で
、
職
員
は
、
三
業
で
あ
．
た
。
墜
四
は
、
そ
の

一
三
五

』
一



後
、
・
大
正
五
年
八
、
五
〇
〇
冊
、
同
＝
年
一
－
二
、
六
〇
〇
冊
、
昭

和
一
五
年
二
五
、
，
○
○
○
冊
と
漸
次
増
加
し
、
昭
和
一
九
年
に
は
三

〇
、
○
○
○
冊
に
達
し
た
、
と
い
う
。

　
県
立
沖
縄
図
書
館
の
一
大
特
色
は
、
そ
の
郷
土
資
料
の
豊
富
さ
に

あ
り
、
そ
の
た
め
広
く
内
外
に
知
れ
わ
た
り
、
沖
縄
研
究
の
宝
庫
ど

、
い
わ
れ
た
。
こ
の
郷
土
資
料
は
、
後
に
第
二
代
館
長
と
な
る
『
沖
縄

　一

逕
N
史
』
の
著
者
・
真
境
名
安
興
が
、
伊
波
館
長
と
共
に
そ
の
収

集
に
全
精
力
を
傾
注
し
た
が
、
そ
の
間
の
経
過
を
彼
は
次
の
よ
う
に

言
っ
て
い
る
。

　
　
明
治
四
十
三
年
に
至
り
県
立
図
書
館
の
設
立
せ
ら
る
る
や
、
附

　
　
外
各
種
の
書
籍
を
蒐
集
す
る
の
外
二
型
ら
力
を
郷
土
研
究
の
資

　
　
、
料
に
集
注
し
、
首
骨
之
が
捜
索
に
努
め
購
…
古
す
べ
き
も
の
、
謄

　
　
．
写
す
べ
き
も
の
、
、
或
は
篤
志
家
の
寄
贈
を
勧
誘
し
、
或
は
保
管

　
　
の
委
託
を
受
く
る
等
あ
ら
ゆ
る
手
段
方
法
を
尽
し
て
之
が
蒐
集

　
　
に
努
め
ら
れ
た
り
コ
（
中
略
）
爾
来
十
有
余
年
の
星
霜
に
捻
り

　
　
鋭
意
蒐
集
せ
ら
れ
し
各
種
の
郷
土
研
究
資
料
は
、
．
今
や
書
架
に

　
．
．
推
尊
充
満
し
内
外
の
書
籍
資
料
殆
ん
ど
網
羅
し
尽
す
（
県
立
沖

　
　
縄
図
書
館
編
・
刊
　
『
琉
球
史
料
目
録
』
大
正
＝
二
年
）

　
こ
の
よ
う
に
収
集
さ
れ
た
郷
土
資
料
は
、
大
正
＝
二
年
二
月
現
在

で
八
九
八
種
四
、
九
九
二
冊
で
、
特
に
旧
琉
球
三
三
時
代
の
各
役
所

の
公
文
書
類
に
特
色
が
あ
っ
・
た
が
、
・
昭
和
四
年
三
月
末
現
在
で
ば
、

　
一
、
六
八
四
種
五
、
九
七
〇
冊
に
増
加
し
て
い
る
（
新
館
編
・
刊

　
『
郷
土
予
料
目
録
』
）
。
こ
の
五
年
間
の
増
加
は
、
七
九
六
種
一
、
○

五
三
冊
で
、
家
譜
・
系
図
、
拓
本
類
、
．
間
切
（
村
）
公
文
書
等
が
中

心
で
あ
る
。

・
沖
縄
図
書
館
の
郷
土
資
料
は
、
大
正
＝
二
年
と
昭
和
四
年
の
目
録

し
か
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
戦
前
の
そ
の
後
の
増
加
の
状
況
は

不
明
で
あ
る
が
、
昭
和
八
年
に
琉
球
歴
代
の
外
交
文
書
『
歴
代
宝

・
案
』
二
六
二
冊
（
筆
写
副
本
同
数
）
の
移
管
や
『
那
覇
変
遷
記
』
『
沖

縄
童
謡
集
』
の
著
者
・
島
袋
全
発
が
、
第
三
代
館
長
と
し
て
昭
和
一

〇
年
か
ら
五
ケ
年
間
在
任
し
て
い
る
こ
と
等
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、

郷
土
資
料
は
七
、
、
○
○
○
冊
程
度
ま
で
増
加
し
て
い
た
、
と
考
え
ら

れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
園
書
館
を
柳
宗
悦
は
「
地
方
的
特
色
あ
る
図
書
館
と

し
て
は
、
髄
か
に
日
本
随
一
の
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
ど
ん
な
沖
縄

学
者
も
、
こ
の
図
書
館
を
訪
れ
る
こ
と
な
く
し
て
、
正
し
い
研
究
を

遂
げ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
沖
縄
に
塾
す
る
文

献
は
、
完
壁
に
近
く
、
世
に
も
貴
重
な
蒐
集
で
あ
り
ま
し
た
。
、
そ
れ

と
い
ふ
の
も
三
代
に
渡
っ
て
沖
縄
第
一
の
学
者
が
、
館
長
に
な
っ
て

を
ら
れ
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
」
と
評
し
て
い
る
。
け
だ
し
、
高
校
・

大
学
の
高
等
教
育
機
関
の
無
か
っ
た
当
時
の
沖
縄
に
お
い
て
は
、
図

書
館
が
郷
土
研
究
の
中
心
と
な
る
の
は
、
当
然
の
結
果
で
あ
っ
た
だ

ろ
う
。

　
三
〇
余
年
の
長
い
年
月
で
収
集
さ
れ
た
資
料
も
、
や
が
て
戦
局
の

悪
化
に
伴
い
、
そ
の
疎
開
が
重
要
問
題
と
な
っ
た
。
し
か
し
郷
土
資

料
の
一
部
を
羽
地
村
源
河
等
に
疎
開
し
た
だ
け
で
、
沖
縄
は
全
土
に

　　一　巽H



＼

わ
た
ぞ
米
軍
の
空
襲
に
さ
ら
さ
れ
た
。
、
最
後
の
図
書
館
長
城
澗
朝

教
氏
は
「
空
襲
の
中
で
も
貴
重
本
の
取
り
出
し
に
必
死
の
努
力
を
し

た
が
、
到
底
力
及
ば
ず
四
〇
年
の
長
い
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
沖
縄
図

書
館
所
蔵
三
万
冊
の
図
書
は
こ
と
ご
と
く
灰
儘
に
帰
し
て
し
ま
つ
‘

た
」
と
回
想
し
て
い
る
つ

　
戦
後
馬
齢
開
先
の
源
河
か
ら
『
歴
代
宝
案
』
（
写
本
）
九
五
冊
と

図
書
館
裏
の
防
空
壕
か
ら
ジ
ャ
バ
雨
雫
資
料
（
洋
書
）
が
発
見
さ

れ
・
現
在
那
覇
市
立
図
書
館
に
所
蔵
ざ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
唯
一

の
記
念
品
で
あ
る
。

戦
後
の
沖
縄
県
立
図
書
館

　
．
昭
和
二
二
年
三
月
一
二
．
日
、
沖
縄
民
政
府
か
ら
琉
球
列
島
米
国
軍

政
本
部
宛
出
さ
れ
て
い
た
「
図
書
館
再
建
に
関
す
る
申
請
」
が
認
可

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
戦
後
の
図
書
館
の
再
建
の
歴
史
は
始
ま
つ

．
た
。
認
可
条
件
は
、
「
中
央
図
書
館
ヲ
那
覇
二
設
置
シ
、
他
ノ
人
口

稠
密
地
域
一
二
二
個
所
分
館
ヲ
設
ケ
ル
コ
ト
」
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
認
可
を
受
け
て
昭
和
二
二
年
四
月
一
九
日
沖
縄
中
央
図
書
館

石
川
分
館
が
開
館
し
、
同
年
八
月
九
日
中
央
図
書
館
が
知
念
村
の
民

政
府
構
内
に
、
同
一
〇
月
一
五
日
首
里
市
役
所
会
議
室
に
首
里
分

館
、
同
一
一
月
一
一
日
名
護
中
学
校
の
一
教
室
に
名
護
分
館
が
各
々

開
館
し
た
。
し
か
し
こ
σ
頃
の
各
図
書
館
は
《
，
コ
ン
セ
ッ
ト
建
物
で

あ
っ
た
り
、
他
機
関
の
一
部
を
間
借
り
す
る
状
態
で
、
施
設
は
極
め

て
不
充
分
の
上
、
蔵
書
も
分
館
合
計
二
、
七
〇
〇
冊
で
あ
っ
た
と
い
」

う
。
固
よ
り
こ
れ
ら
の
資
料
も
県
内
で
収
集
さ
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
米
軍
が
上
海
か
ら
持
っ
て
来
た
も
や
台
湾
同
郷
会
連
合
会
の
寄

贈
、
疎
開
先
か
ら
帰
還
↓
た
人
達
の
寄
贈
等
雑
多
な
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
日
本
々
土
や
ハ
．
ワ
イ
等
の
県
出
身
者
の
団
体
及
び
個

人
に
図
書
寄
贈
運
動
を
展
開
し
、
一
定
の
成
果
を
得
た
、
乏
い
う
α

　
昭
和
二
六
年
二
月
、
中
央
国
書
館
が
那
覇
崇
元
寺
求
法
新
築
落
成
．

し
た
が
、
そ
の
時
点
で
米
軍
の
直
接
管
轄
と
な
り
、
名
称
も
那
覇
琉

米
文
化
会
館
に
改
め
、
ざ
距
石
川
分
館
は
石
川
琉
米
文
化
会
館
に
、

名
護
文
化
会
館
は
名
護
回
米
文
化
会
館
泥
各
々
改
称
さ
れ
一
米
軍
の

直
接
管
轄
と
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
」

　
　
一
方
首
里
分
館
は
、
昭
和
二
四
年
二
月
三
一
日
独
立
し
て
首
里
図
　
三
七

書
館
と
改
称
し
、
従
来
通
り
民
政
府
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
が
、
こ
れ
　
一

・
『
が
現
在
の
沖
縄
県
立
図
書
館
の
前
身
で
あ
る
。
そ
の
後
、
昭
和
三
五

年
＝
一
月
、
中
央
国
書
館
に
改
称
さ
れ
る
が
、
昭
和
三
九
年
現
在
弛

　
に
新
館
が
建
設
さ
れ
る
ま
で
、
実
に
八
回
も
移
転
を
重
ね
て
い
る
。

そ
の
間
の
蔵
書
の
状
況
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
日
程
の
表
参
照
）

　
　
こ
の
よ
う
な
状
況
が
改
善
に
着
手
惑
れ
た
の
は
、
昭
和
三
九
年
越
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

－
在
地
に
新
館
が
建
築
さ
れ
た
以
後
で
あ
り
た
。
軍
政
府
直
轄
の
琉
米

　
文
化
会
館
（
那
覇
（
コ
ザ
、
石
川
、
名
護
、
平
良
、
石
垣
の
各
市
）

　
や
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
の
整
備
知
力
が
傾
注
さ
れ
、
公
共
図
書
館
，

層、

D
は
放
置
の
状
態
に
あ
っ
た
。
・
　
．
・
一
，
　
　
　
　
　
　
「

　
　
従
っ
て
そ
の
間
の
郷
土
資
料
は
、
戦
災
の
た
め
県
内
で
の
現
物
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、



年
度
一
腰
鰍
中
央
）

一
九
五
四

一
九
五
六

一
九
五
七

一
九
五
八

一
九
五
九

一
九
六
〇

一
九
六
二

一
九
六
一
ご

一
九
六
四

二
、
一
九
八
冊

三
、
、
一
九
六

三
、
三
八
○
〔

三
、
〇
四
八

三
、
－
三
八
二

四
、
〇
一
〇

九
、
一
七
一

宮
古
図
書
董
八
菖
零
墨

A日

計

一、

縺
Z
七
冊
　
二
、

二
、
〇
六
二
　
　
　
二
、

・
二
、
　
一
〇
二
　
　
三
、

二
、
三
五
二
　
・
三
、

二
、
四
五
七
　
　
三
、

二
、
四
五
七
　
　
四
、

五
、
七
七
六

四
三
九
冊

九
三
七

二
六
八
、

五
九
四

六
五
三

三
五
九

⊥
ハ
、
噛
六
五
六

一五二〇九八八八　N　　　　　 N　　　　　 N　　　　　 －　　　　　 N　　　　　 N　　　　　 N　　　　　 N
山A　N

五
四
四
冊

一
九
五

七
五
〇

九
九
四

四
九
二

八
二
六

三
七
一

六
九
九

六
〇
三

ω
右
の
一
九
五
四
～
六
四
年
度
の
職
員
数
は
、
首
里
（
中
央
）
図
書
館
が
四
三
、
宮
古
、
八
重
山
図

　
書
館
は
、
各
二
名
で
あ
っ
た
。

②
首
里
へ
中
央
）
図
書
館
は
、
現
在
の
県
立
図
書
館
本
館
の
前
身
で
、
宮
古
、
八
重
山
図
書
館
は
、

　
宮
古
分
館
、
八
重
山
分
館
の
前
身
で
あ
る
。

．
㈲
統
計
は
、
琉
球
政
府
文
教
局
『
教
育
要
覧
』
に
拠
る
。

集
は
不
可
能
で
あ
り
南
方
同
胞
援
護
会
を
始
め
と
す
る
本
土
か
ち
め

寄
贈
本
が
そ
の
中
心
で
、
独
自
の
収
集
活
動
は
皆
無
に
等
し
い
、
と

、
言
っ
て
よ
い
。

　
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
や
沖
縄
史
料
編
集
所
が
県
出
身
研
究
者
の

個
人
蔵
書
（
文
庫
）
を
購
入
し
た
り
、
ま
た
国
会
図
書
館
、
東
京
大

学
史
料
偏
纂
所
を
始
め
各
省
庁
図
善
館
、
県
立
図
書
館
等
の
調
査
を

し
、
沖
縄
関
係
資
料
の
マ
イ
ク
ロ
化
等
積
極
的
な
収
集
活
動
を
早
い

時
期
か
ら
始
め
て
い
た
の
に
対
し
、
沖
縄
県
立
図
書
館
は
、
予
算
や

職
員
の
関
係
で
、
復
帰
後
に
術
中
齎
し
允
ば
か
り
で
あ
る
。

大
方
灰
儘
に
帰
し
た
中
で
、

幸
い
に
戦
災
を
も
免
が
れ
、

と
ん
ど
唯
一
と
い
っ
て
い
い
東
京
の
東
恩
納
氏
の
蔵
書
が
注
目
を
集
、

め
た
の
は
、
昭
和
二
六
年
頃
か
ら
で
あ
っ
た
。
東
恩
納
文
庫
と
東
恩

納
氏
を
沖
縄
に
招
き
、
同
時
に
氏
が
後
進
の
指
導
に
当
る
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
が
、
開
館
を
目
前
に
し
て
、
氏
は
永
眠
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
財
団
は
、
財
政
的
な
行
き
詰
り
か
ら
昭
和
四
〇
年
四
月

一
〇
日
正
式
に
琉
球
政
府
に
移
管
さ
れ
、
以
後
政
府
立
中
央
図
書
館

の
管
轄
に
な
っ
た
。
復
帰
後
、
沖
縄
県
立
図
書
館
に
継
承
さ
れ
」
現

　
現
在
噛
沖
縄
県
立
図
書
館
の
郷
土
資
料
は
、
本
館
八
、

一
八
○
冊
、
・
宮
古
分
館
二
、
三
三
一
冊
、
八
重
山
分
館

一
、
五
四
二
冊
、
合
計
＝
一
、
〇
五
三
冊
・
（
昭
和
五
二
年

三
月
末
現
在
）
9
で
、
本
館
に
は
別
棟
の
郷
土
資
料
室
（
東

恩
納
文
庫
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
」
ト
平
屋
、
七
四
〇
坪
）
が

あ
り
、
三
つ
の
文
庫
（
特
殊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。
以
下
こ
の
三
つ
の
文
庫
を
簡
略
に
紹
介
し

て
、
こ
の
稿
を
と
じ
た
い
と
思
う
。

　
　
O
　
東
恩
納
文
庫

　
こ
の
文
庫
は
、
故
東
恩
納
寛
耳
茸
（
一
八
八
二
～
一
九

六
三
年
、
那
覇
市
東
町
出
身
、
・
元
東
京
都
立
大
学
・
拓
殖

大
学
教
授
）
の
蔵
書
を
基
に
昭
和
三
八
年
七
月
九
日
財
団

法
人
と
し
て
創
立
開
始
し
た
も
の
で
あ
る
。
沖
縄
戦
で
県

立
沖
縄
図
書
館
、
三
家
等
を
始
め
家
々
個
人
の
蔵
書
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
半
世
紀
余
ヶ
に
わ
た
っ
て
収
集
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
ま
と
ま
っ
た
郷
土
資
料
と
．
し
て
は
、
ほ

一
三
八一



在
、
郷
土
資
料
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　
」
文
庫
の
蔵
書
は
、
総
数
三
、
三
八
四
点
で
あ
る
が
、
そ
の
半
数
近

く
が
沖
縄
関
係
資
料
で
あ
る
。
そ
の
主
要
な
も
の
を
上
げ
る
と
、
歴

代
の
冊
封
使
の
復
命
報
告
書
で
あ
る
『
冊
封
使
録
』
、
中
・
近
世
の

外
交
文
書
の
『
歴
代
鼻
詰
』
（
第
一
集
）
の
原
本
影
印
本
二
四
冊
・

同
筆
写
本
三
〇
冊
、
江
戸
時
代
の
庶
民
教
科
書
と
断
て
有
名
な
『
六

諭
紅
血
』
の
各
種
隠
約
一
四
〇
冊
、
一
六
〇
五
年
僧
袋
中
に
よ
、
っ
て

著
わ
さ
れ
た
『
琉
球
神
道
記
』
原
本
影
印
本
・
慶
安
本
等
の
刊
本
・

写
本
類
、
『
首
里
古
地
図
』
等
の
地
図
類
、
『
首
里
・
那
覇
図
』
，
『
唐

船
図
』
『
琉
球
人
行
列
図
』
等
の
絵
図
類
、
『
安
国
山
樹
曲
木
碑
記
』

等
の
碑
文
の
拓
本
類
、
程
順
則
、
鄭
嘉
訓
、
周
三
等
の
書
な
ど
で
あ

る
。
こ
れ
ら
主
要
な
も
の
は
、
マ
イ
ク
ロ
複
製
本
を
作
製
し
て
自
由

閲
覧
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
現
在
、
東
恩
納
寛
惇
氏
の
全
集
（
一
〇

　
　
　
　

巻
）
が
、
東
京
の
第
一
書
房
か
ら
続
刊
中
で
あ
る
。

　
　
⇔
　
真
境
名
文
庫
・

　
真
境
名
文
庫
は
、
三
三
真
境
名
安
興
（
一
八
七
五
～
一
九
三
三
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

年
、
沖
縄
県
立
沖
縄
図
書
館
第
二
代
館
長
、
郷
土
史
家
）
の
生
誕
百

年
を
記
念
し
て
、
昭
和
五
〇
年
五
月
二
〇
日
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
．

る
。
昭
和
四
九
年
遺
族
か
ら
蔵
書
、
原
稿
等
が
寄
贈
さ
れ
た
の
で
あ
’

る
が
、
さ
ら
に
新
聞
・
雑
誌
等
へ
発
表
さ
れ
た
論
文
や
稿
本
等
を
複

写
収
集
し
て
、
こ
の
文
庫
は
創
設
さ
れ
た
。
蔵
書
三
六
冊
、
大
正
四

年
の
『
県
史
編
纂
史
料
』
六
冊
、
．
『
沖
縄
一
千
年
史
』
等
の
原
稿
、
、

日
誌
ハ
遺
稿
、
書
簡
、
新
聞
切
抜
等
一
七
〇
点
、
稿
本
や
発
表
論
文

）

、
等
の
複
製
七
九
点
、
計
二
四
九
点
で
あ
る
。
（
『
沖
縄
県
立
図
書
館
要

覧
　
一
九
七
五
年
度
』
に
「
蔵
書
目
録
」
及
び
関
係
資
料
を
掲
載
）

　
　
⇔
　
山
下
文
庫

　
山
下
文
庫
は
v
別
名
「
砂
糖
文
庫
」
と
も
い
わ
れ
、
山
下
久
四
郎

氏
（
明
治
三
四
年
三
重
県
安
乗
村
出
生
、
現
在
日
本
砂
糖
日
報
社
及

び
日
本
菓
糖
新
聞
社
長
長
）
が
、
戦
前
沖
縄
県
の
糖
業
調
査
員
嘱
託

等
を
歴
任
し
た
関
係
で
収
集
し
た
も
の
を
当
館
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
昭
和
五
一
年
六
月
三
日
創
設
で
、
そ
の
蔵
書
は
、
沖
縄
・

奄
美
大
島
興
業
関
係
資
料
三
〇
八
点
四
八
六
冊
、
そ
の
他
郷
土
資
料

二
九
八
点
四
一
九
冊
及
び
一
般
資
料
一
八
点
（
冊
）
、
合
計
六
二
四

点
九
二
三
冊
で
あ
る
。
’
（
『
沖
縄
県
立
図
書
館
要
覧
　
一
九
七
六
年

度
』
に
「
蔵
書
目
録
」
’
掲
載
）

　
　
　
．
（
と
み
し
ま
・
そ
う
え
い

　
　
　
　
　
　
沖
縄
県
立
図
書
館
主
任
司
書
　
郷
土
資
料
室
担
当
）

九




